
一

は
じ
め
に

万
葉
集
に
お
け
る
歌
人
論
は
、
戦
後
の
昭
和
時
代
に
は
盛
ん
で
あ
り
、
額
田
王
や
柿
本
人
麻
呂
な
ど
初
期
万
葉
時
代
の
歌
人
た
ち

に
も
議
論
が
集
中
し
、
多
く
の
単
行
本
が
出
版
さ
れ
た
。
し
か
し
、
閲
歴
の
資
料
が
限
ら
れ
、
残
さ
れ
た
作
品
数
も
わ
ず
か
な
歌
人

に
対
す
る
歌
人
論
の
論
究
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

す
で
に
鉄
野
昌
弘
は
歌
人
論
に
触
れ
、｢

特
集
・
歌
人
論
再
考
―
大
伴
家
持
を
中
心
に
―｣ (

１)

に
て
、｢

彼
ら
は
一
義
的
に
は
古
代
の

貴
族
で
あ
り
、
官
人
で
あ
り
、
政
治
家
で
あ
る
。『

歌
人』

と
し
て
の
彼
ら
は
、
所
詮
万
葉
集
の
中
だ
け
見
ら
れ
る
、
彼
ら
の
一
面

に
過
ぎ
な
い
。｣

と
し
た
。
ま
た
、
当
時
の
史
書
も
特
定
の
立
場
か
ら
見
た
事
の
一
面
を
語
る
に
過
ぎ
な
く
、
そ
の
適
用
に
は
慎
重

で
あ
る
べ
き
と
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
大
伴
家
持
を
不
用
意
に

｢

万
葉
集
歌
人｣

と
呼
び
、
そ
の
立
場
か
ら
論
究
を
進
め
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ

1
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る
が
、
家
持
は
特
殊
な
存
在
で
あ
る
。
万
葉
集
の
約
一
割
を
占
め
る
作
品
数
を
持
ち
、
閲
歴
も
比
較
的
明
ら
か
な
家
持
に
限
っ
て
は
、

歌
人
論
や
作
品
論
の
論
究
が
可
能
と
考
え
る
。
こ
の
立
場
か
ら
、
家
持
の
作
品
の
有
り
様
を
追
求
す
る
。

本
論
で
は
梅
花
歌
に
注
目
す
る
。
平
城
遷
都
以
後
の
時
代
に
登
場
す
る
梅
花
は
中
国
か
ら
渡
来
し
、
太
宰
府
は
当
然
、
平
城
京
で

も
大
伴
家
を
は
じ
め
多
く
の
貴
族
層
の
唐
風
庭
園
の
中
心
に
配
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
梅
花
に
詩
的
感
興
を
覚
え
て
詠
出
さ
れ
た

多
く
の
梅
花
歌
も
、
中
国
詩
歌
の
多
大
な
影
響
を
受
け
様
々
に
展
開
し
、
日
本
の
特
有
の
梅
花
歌
世
界
を
作
り
出
し
て
い
る
。

今
回
は
、
大
伴
家
持
の
梅
花
歌
を
対
象
に
、
家
持
青
年
期
の
歌
学
び
に
注
目
し
な
が
ら
、
越
中
守
時
代
を
経
て
在
京
時
代
の
巻
十

九
ま
で
の
作
品
の
背
景
に
あ
る
歌
学
び
と
、
春
愁
三
首
に
至
る
様
子
に
言
及
す
る
。
本
論
で
使
用
す
る

｢

歌
学
び｣

と
は
、
創
作
時

に
お
け
る
、
一
元
的
な
影
響
関
係
を
示
す
の
で
は
な
く
、
意
識
的
で
意
図
的
な
取
り
込
み
の
姿
勢
に
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

筆
者
は
す
で
に
、｢

大
伴
家
持
の
雪
歌
―
雪
梅
歌
と
天
平
勝
宝
三
年
宴
席
歌
―｣ (

２)

に
お
い
て
、｢

雪｣

を
基
軸
に
論
究
し
、

｢

雪｣

を
文
雅
の
歌
材
と
捉
え
、
他
と
取
り
合
わ
せ
て
積
極
的
に
、
美
意
識
の
中
で
歌
を
制
作
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

り
、
家
持
の
雪
に
対
す
る
こ
の
側
面
を
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。

と
し
、
坂
上
郎
女
や
紀
女
郎
か
ら
の
歌
学
び
も
説
い
た
。
今
回
は

｢

雪｣

と
対
置
さ
れ
る

｢

梅｣

を
基
軸
に
し
て
再
度
そ
の
有
り
様

を
考
察
す
る
。二

大
伴
家
持
の
梅
花
歌

家
持
は
、
梅
花
を
用
い
た
歌
を
万
葉
集
に
八
首
残
し
て
い
る
。
そ
の
八
首
を
ほ
ぼ
年
代
順
に
挙
げ
る
と
、

Ａ

贈
答
歌

2



大
伴
宿
禰
家
持
が
藤
原
朝
臣
久
須
麻
呂
に
報
へ
贈
る
歌
三
首

(

４
七
八
六
〜
八)

Ｂ

雪
梅
花
と
雪
月
梅
花

大
伴
宿
祢
家
持
雪
梅
歌
一
首

(

８
一
六
四
九)

(
天
平
勝
宝
元
年
十
二
月)

宴
席
に
雪
月
梅
花
を
詠
む
歌
一
首

(

�
四
一
三
四)

Ｃ

宴
席
梅
歌

(

天
平
勝
宝
二
年
三
月)

筑
紫
の
大
宰
の
時
の
春
苑
梅
歌
に
追
和
す
る
一
首

(

�
四
一
七
四)

(

天
平
勝
宝
三
年)

二
月
二
日
に
、
守
の
館
に
会
集
し
宴
し
て
作
る
歌
一
首

(

�
四
二
三
八)

(

天
平
勝
宝
四
年
十
一
月)

二
十
五
日
、
新
嘗
会
の
肆
宴
に
し
て
詔
に
応
ふ
る
歌
六
首

(

内
一
首)

(

�
四
二
七
八)

Ｄ

花
鳥
歌

(

天
平
勝
宝
五
年
正
月)
十
一
日
に
、
大
雪
降
り
積
み
て
、
尺
に
二
寸
あ
り
。
因
り
て
拙
懐
を
述
ぶ
る
歌
三
首

(

�
四
二

八
五
〜
八
七)

の
よ
う
に
、
青
年
時
代
、
越
中
守
時
代
、
在
京
時
代
の
各
時
代
に
存
在
す
る
。

こ
の
よ
う
な
家
持
の
梅
花
歌
は
、
贈
答
歌
に
用
い
ら
れ
た
作
品
、
詠
物
歌
と
し
て
梅
を
直
視
し
た
作
品
、
風
雅
な
宴
席
を
背
後
に

置
く
作
品
、
視
覚
に
よ
る
梅
花
に
聴
覚
に
よ
る
鳥
の
鳴
き
声
を
付
加
し
た
作
品
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
成
立
背
景
を
探
り
そ
れ

ぞ
れ
の
歌
学
び
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

3



三

Ａ
贈
答
歌

贈
答
歌
に
用
い
ら
れ
た
梅
花
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
家
持
の
青
年
時
代
の
作
品
で
、
藤
原
久
須
麻
呂
に
報
へ
贈
る
歌
で
あ
る
。
巻

四
の

｢

相
聞｣
に
収
録
さ
れ
、

大
伴
宿
禰
家
持
が
藤
原
朝
臣
久
須
麻
呂
に
報
へ
贈
る
歌
三
首

春
の
雨
は

い
や
し
き
降
る
に

梅
の
花

い
ま
だ
咲
か
な
く

い
と
若
み
か
も

(

４
七
八
六)

夢
の
ご
と

思
ほ
ゆ
る
か
も

は
し
き
や
し

君
が
使
ひ
の

ま
ね
く
通
へ
ば

(

４
七
九
七)

う
ら
若
み

花
咲
き
か
た
き

梅
を
植
ゑ
て

人
の
言
繁
み

思
ひ
ぞ
我
が
す
る

(

４
七
八
八)

で
あ
る
。

家
持
の
梅
花
へ
の
関
心
は
、
Ｃ
の

｢

筑
紫
の
大
宰
の
時
の
春
苑
梅
歌
に
追
和
す
る
一
首｣

の

｢

追
和｣

歌
の
存
在
に
て
推
察
さ
れ

る
よ
う
に
、
青
年
期
の
太
宰
府
に
お
い
て
、
父
旅
人
主
催
の
梅
花
宴
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
群

(

３)

に
触
れ
た
こ
と
に
始
ま
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
作
品
群
は
、
中
国
詩
文
に
影
響
を
受
け
た
梅
花
作
品
群
で
あ
り
、
様
々
な
作
品
が
登
場
す
る
。

し
か
し
、
当
該
の
家
持
の
贈
歌
は
梅
花
に
向
け
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は｢

梅
の
花
い
ま
だ
咲
か
な
く
い
と
若
み
か
も｣

と
あ
り
、｢

は
し
き
や
し
君
が
使
ひ
の
ま
ね
く
通
へ
ば｣

と
あ
る
。
若
い
女
性
へ
の
妻
問
い
の
世
界
が
想
像
さ
れ
る
。｢

う
ら
若
み
花

咲
き
か
た
き
梅｣

を

｢

人
の
言
繁
み｣

｢

思
ひ
ぞ
我
が
す
る｣

と
も
詠
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
純
白
な
梅
花
を
う
ら
若
き

女
性
と
し
て
捉
え
、
そ
の
女
性
へ
の
一
途
な
恋
心
が
描
き
、
う
ら
若
き
女
性
を
梅
花
を
用
い
て
譬
喩
す
る
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。

梅
花
を
譬
喩
し
て
転
用
し
た
梅
花
譬
喩
歌
の
成
立
で
あ
っ
た
。

4



家
持
の
三
首
に
対
し
て
藤
原
久
須
麻
呂
は
、

藤
原
朝
臣
久
須
麻
呂
の
来
報
ふ
る
歌
二
首

奥
山
の

岩
陰
に
生
ふ
る

菅
の
根
の

ね
も
こ
ろ
我
も

相
思
は
ざ
れ
や

(

４
七
九
一)

春
雨
を

待
つ
と
に
し
あ
ら
し

我
が
や
ど
の

若
木
の
梅
も

い
ま
だ
含
め
り

(

４
七
九
二)

と
応
え
て
い
る
。｢

我
が
や
ど
の
若
木
の
梅
も
い
ま
だ
含
め
り｣

に
注
目
す
る
と
、
久
須
麻
呂
も
梅
花
を
譬
喩
と
し
て
捉
え
、
家
持

の
譬
喩
歌
に
応
え
た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
贈
答
作
品
群
に
対
し
て
は
諸
説
あ
り
、
現
実
に
久
須
麻
呂
に
若
い
娘
が
居
た
と
推
察
す
る
こ
と
も
で
き
、
ま
た
、
家
持
と
久

須
麻
呂
と
の
親
愛
の
情
を
、
相
聞
的
に
表
現
し
た
と
も
捉
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
梅
花
は
若
き
女
性
の
譬
喩
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
梅
花
作
品
の
新
し
い
世
界
の
登
場
で
あ
る
。

こ
の
時
代
の
家
持
周
辺
を
確
認
す
る
と
、
巻
三
の

｢

譬
喩
歌｣

に
、

藤
原
朝
臣
八
束
の
梅
の
歌
二
首

妹
が
家
に

咲
き
た
る
梅
の

い
つ
も
い
つ
も

成
り
な
む
時
に

事
は
定
め
む

(

３
三
九
八)

妹
が
家
に

咲
き
た
る
花
の

梅
の
花

実
に
し
成
り
な
ば

か
も
か
く
も
せ
む

(

３
三
九
九)

大
伴
宿
禰
駿
河
麻
呂
の
梅
の
歌
一
首

梅
の
花

咲
き
て
散
り
ぬ
と

人
は
言
へ
ど

我
が
標
結
ひ
し

枝
に
あ
ら
め
や
も

(

３
四
〇
〇)

大
伴
坂
上
郎
女
、
親
族
を
宴
す
る
日
に
吟
ふ
歌
一
首

山
守
が

あ
り
け
る
知
ら
に

そ
の
山
に

標
結
ひ
立
て
て

結
ひ
の
恥
し
つ

(

３
四
〇
一)

大
伴
宿
禰
駿
河
麻
呂
の
即
ち
和
ふ
る
歌
一
首
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山
守
は

け
だ
し
あ
り
と
も

我
妹
子
が

結
ひ
け
む
標
を

人
解
か
め
や
も

(

３
四
〇
二)

の
よ
う
な
譬
喩
歌
の
作
品
群
が
あ
る
。
特
に
藤
原
八
束
と
大
伴
駿
河
麻
呂
と
の
作
品
は
、
当
該
作
品
群
と
同
じ｢

梅｣

が
用
い
ら
れ
、

う
ら
若
き
女
性
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
坂
上
郎
女
と
駿
河
麻
呂
と
の
贈
答
作
品
で
は

｢

梅｣

で
は
な
く
新
た
に

｢

山｣

と

｢

標｣

が

用
い
ら
れ
譬
喩
歌
と
し
て
成
立
し
て
い
る
が
、
や
は
り
う
ら
若
き
女
性
が
想
定
さ
れ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
譬
喩
歌
の
制
作
者
た
ち
で
あ
る
。
家
持
と
同
じ
梅
花
作
品
を
創
作
す
る
藤
原
八
束
に
対
し
て
、
青
年
時

代
の
家
持
は
、

安
積
親
王
の
、
左
少
辨
藤
原
八
束
朝
臣
の
家
に
宴
す
る
日
に
、
内
舎
人
大
伴
宿
禰
家
持
が
作
る
歌
一
首

ひ
さ
か
た
の

雨
は
降
り
し
け

思
ふ
子
が

や
ど
に
今
夜
は

明
か
し
て
行
か
む

(

６
一
〇
四
〇)

の
作
品
を
残
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
家
持
や
八
束
は
、
安
積
親
王
を
中
心
に
文
芸
の
交
流
を
深
め
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、

同
族
の
大
伴
駿
河
麻
呂
や
坂
上
郎
女
と
家
持
の
文
芸
交
流
は
、
大
伴
歌
圏
の
交
流
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
家
持
に
は
若
き
藤
原
八
束
た
ち
官
人
た
ち
と
の
交
流
や
、
坂
上
郎
女
を
中
心
と
す
る
和
歌
サ
ロ
ン
の
存
在
が
想
定
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
文
芸
世
界
で
は
梅
花
を
う
ら
若
き
女
性
と
譬
喩
す
る
表
現
方
法
が
も
て
は
や
さ
れ
、
共
有
す
る
世
界
が
生
ま
れ
て
い
た
と

推
定
さ
れ
る
。
家
持
は
そ
の
若
き
官
人
た
ち
や
和
歌
サ
ロ
ン
に
て
生
ま
れ
た
こ
の
新
世
界
に
関
心
を
示
し
、
歌
学
び
を
し
て
い
た
こ

と
に
注
意
し
た
い
。

四

Ｂ
雪
梅
花
と
雪
月
梅
花

Ｂ
の

｢

雪
梅
歌｣

と

｢

雪
月
梅
花
歌｣

で
は
、
青
年
時
代
に
詠
出
し
た
梅
花
を
譬
喩
と
し
て
用
い
る
の
で
は
な
く
、
梅
花
を
直
視
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し
、
視
覚
を
働
か
せ
て
そ
の
真
っ
白
な
花
弁
に
視
線
を
向
け
て
い
る
。
そ
こ
で
は
父
旅
人
が
梅
花
宴
で
意
識
し
た
、
中
国
詩
文
の
落

梅
詩
に
登
場
す
る

｢

梅｣

と

｢

雪｣

が
現
れ
る
。

大
伴
宿
禰
家
持
雪
梅
歌
一
首

今
日
降
り
し

雪
に
競
ひ
て

我
が
宿
の

冬
木
の
梅
は

花
咲
き
に
け
り

(

８
一
六
四
九)

宴
席
に
雪
月
梅
花
を
詠
む
歌
一
首

雪
の
上
に

照
れ
る
月
夜
に

梅
の
花

折
り
て
送
ら
む

は
し
き
子
も
が
も

(

�
四
一
三
四)

右
の
一
首
、(
天
平
勝
宝
元
年)

十
二
月
に
大
伴
宿
祢
家
持
作
る
。

で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ら

｢
雪
梅
歌｣

や

｢

雪
月
梅
花
歌｣

の
作
品
に
つ
い
て
既
に
、
前
述
の

｢

大
伴
家
持
の
雪
歌｣

や

｢

大
伴
家

持
と
そ
の
意
匠
―
雪
月
梅
花
歌
の

｢
白｣

へ
の
関
心
―｣ (

４)

に
て
言
及
し
、
そ
こ
で
は
紀
女
郎
か
ら
の
受
容
と
影
響
関
係
に
つ
い
て
も

論
究
し
た
。
詳
し
く
は
そ
れ
に
譲
る
が
、
簡
単
に
紹
介
す
る
。

第
一
首
目
の

｢

雪
梅
歌｣

か
ら
み
る
こ
と
に
す
る
。
第
一
首
目
は
家
持
の
青
年
時
代
の
作
品
で
あ
る
。
万
葉
集
に
収
録
す
る
時
点

で
、
お
そ
ら
く
家
持
が
関
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
題
詞
に

｢

雪
梅｣

と
記
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
父
の
開
い
た
梅
花
歌
世
界
を

詠
物
歌
と
し
て

｢

雪
梅
歌｣

と
し

｢

雪｣

と

｢

梅｣
と
の
両
者
を
積
極
的
に
詠
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、｢

降
し
雪｣

と

咲
き
始
め
た

｢

梅
花｣

と
を
競
演
さ
せ
て
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
類
似
す
る

｢

梅
歌｣

が
、
家
持
歌
の
直
前
に
あ
る
。

紀
少
鹿
女
郎
が
梅
の
歌
一
首

十
二
月
に
は

淡
雪
降
る
と

知
ら
ね
か
も

梅
の
花
咲
く

含
ふ
め
ら
ず
し
て

(

８
一
六
四
八)

で
あ
る
。
紀
女
郎
は
真
っ
白
な
花
弁
を
有
す
る
梅
花
に
深
く
詩
的
興
味
を
持
ち
、
や
は
り
雪
と
の
共
演
の
中
で
詠
出
さ
れ
て
い
る
。

女
郎
歌
は
未
だ
降
ら
な
い

｢

淡
雪｣

を
想
像
上
に
て
描
く
が
、
家
持
歌
は
降
る

｢
雪｣

と
咲
く

｢

梅｣

と
に
、
鋭
い
視
覚
を
働
か
し
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て
描
い
て
い
る
。
女
郎
歌
は
題
詞
に

｢

梅
歌｣

と
あ
り
家
持
歌
は

｢

雪
梅
歌｣

と
あ
る
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
紀
女
郎
の

｢

梅

歌｣

の
世
界
を
受
け
て
家
持
の

｢

雪
梅
歌｣

の
世
界
が
展
開
さ
れ
た
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
二
人
は

｢

梅｣

を

｢
雪｣
と
共
に
詠
物
的
に
捉
え
て
、
両
者
に
て
和
歌
世
界
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
に
注
視
す
べ
き
で
あ
る
。

で
は
、
第
二
首
目
の

｢

雪
月
梅
花
歌｣

に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
第
二
首
目
は
第
一
首
よ
り
後
の
天
平
勝
宝
元
年
、
家
持
が

越
中
守
在
任
中
の
十
二
月
に
詠
出
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
年
の
二
月
に
陸
奥
国
よ
り
黄
金
が
貢
上
さ
れ
、
四
月
に
は

｢

出
金
詔

書｣

が
発
布
さ
れ
、
そ
の
詔
に
感
銘
を
受
け
た
家
持
が

｢

陸
奥
国
の
金
を
出
だ
す
詔
書
を
賀
く
歌｣

(

�
四
〇
九
四
〜
九
七)

を
制

作
し
た
年
の
作
品
で
あ
る
。
家
持
は
七
月
ご
ろ
大
帳
使
と
し
て
上
京
し
、
そ
の
後
の
十
二
月
十
五
日
に
大
伴
池
主
か
ら
の
戯
歌

(

�

四
一
二
八
〜
三
一)

(

�
四
一
三
二
〜
三
三)

を
受
け
取
っ
て
い
る
。
そ
の
直
後
に
第
二
首
目
は
あ
る
。

宴
席
に
お
け
る
詠
出
で
あ
り
、｢
雪
梅｣

の
世
界
に
さ
ら
に

｢

月｣

が
加
え
ら
れ
、｢

雪｣
｢

月｣
｢

梅
花｣

の
三
種
の
世
界
が
会
わ

せ
ら
れ
て
詠
出
さ
れ
て
い
る
。
集
中
唯
一
の
構
成
で
重
層
的
な
白
色
の
世
界
が
独
創
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

｢

梅｣

に

｢

雪｣

を
合
わ
せ
る
世
界
は
、
中
国
詩
文
の
影
響
も
あ
っ
て
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
が
、｢

梅｣

に

｢

月｣

を
合
わ
せ

る
世
界
は
特
殊
で
あ
る
。
作
者
判
明
の
作
品
で
は
、
紀
女
郎
の
、

紀
女
郎
が
歌
一
首

名
を
小
鹿
と
い
ふ

闇
な
ら
ば

う
べ
も
来
ま
さ
じ

梅
の
花

咲
け
る
月
夜
に

出
で
ま
さ
じ
と
や

(

８
一
四
五
二)

紀
少
鹿
女
郎
が
歌
一
首

ひ
さ
か
た
の

月
夜
を
清
み

梅
の
花

心
開
け
て

我
が
思
へ
る
君

(

８
一
六
六
一)

二
首
と
家
持
の
一
首
の
み
が
残
さ
れ
て
お
り
、
作
者
未
詳
歌
に
は
、

冬
の
雑
歌

｢

花
を
詠
む｣
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誰
が
園
の

梅
の
花
ぞ
も

ひ
さ
か
た
の

清
き
月
夜
に

こ
こ
だ
散
り
く
る

(

�
二
三
二
五)

冬
の
相
聞

｢

花
に
寄
す
る｣

我
が
や
ど
に

咲
き
た
る
梅
を

月
夜
良
み

夕
々
見
せ
む

君
を
こ
そ
待
て

(

�
二
三
四
九)

の
二
首
が
見
ら
れ
る
。
紀
女
郎
が
そ
の
特
殊
な

｢

梅｣

に

｢

月｣

を
取
り
合
わ
せ
た
作
品
は
相
聞
歌
で
あ
っ
た
。
作
者
未
詳
歌
の
第

二
首
目
も

｢
君
を
こ
そ
待
て｣

と
あ
る
よ
う
に
相
聞
歌
で
あ
っ
た
。
相
聞
歌
の
世
界
で
は

｢

月
夜｣

は
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
紀

女
郎
や
作
者
未
詳
歌
は
、
そ
の
相
聞
世
界
の

｢

月
夜｣

を
梅
花
歌
に
採
り
入
れ
た
と
推
察
す
る
。
な
お
、
作
者
未
詳
歌
の
第
一
首
目

は
、
相
聞
世
界
か
ら
脱
却
し
て
詠
物
歌
と
し
て
、｢

梅｣

と

｢

月｣

と
を
取
り
合
わ
せ
て
詠
出
し
て
い
る
と
推
察
す
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
白
梅
の
純
白
さ
を
月
光
の
清
ら
か
な
白
色
の
光
線
の
中
で
捉
え
て
詠
出
す
る
世
界
が
、
す
で
に
僅
か
な
が
ら
生

ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

家
持
は
、
青
年
期
の
紀
女
郎
と
の
間
に
お
い
て
、
戯
歌
贈
答
歌
群

(

８
一
四
六
〇
〜
六
三)

や
擬
似
相
聞
歌
群

(

４
七
六
二
〜
六

四)

を
形
成
し
て
お
り
、
和
歌
の
深
い
文
芸
交
流
が
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
家
持
は
紀
女
郎
か
ら
歌
学
び
し
て
い
た
と
推
察

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
作
者
未
詳
歌
群
か
ら
の
影
響
も
受
け
そ
の
次
元
に
留
ま
ら
な
い
で
、
梅
花
と
月
の
詠
出
世
界

と
梅
花
と
雪
の
詠
出
世
界
を
融
合
さ
せ
て
、｢

月｣
｢

雪｣
｢

梅｣

の
三
種
の
白
色
世
界
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
家
持
の
意

欲
的
な
試
み
と
捉
え
ら
れ
、
家
持
の
斬
新
性
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
、
家
持
の
雪
梅
歌
と
雪
月
梅
花
歌
の
成
立
に
あ
た
っ
て
は
、
紀
女
郎
か
ら
の
歌
学
び
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

も
ち
ろ
ん
、｢

家
持
と
意
匠｣

で
論
究
し
た
よ
う
に
、
後
に
成
立
し
た
雪
月
梅
花
歌
で
は
、
白
梅
の
真
白
な
花
弁
に
、
清
ら
か
な

白
色
の
月
光
が
白
雪
の
雪
光
を
交
え
て
射
し
て
い
た
。
白
色
の
花
弁
も
そ
の
清
ら
か
な
白
色
の
光
を
内
在
さ
せ
う
え
花
弁
の
内
側
か

ら
反
射
さ
せ
て
い
る
様
子
の
描
写
で
あ
っ
た
。
紀
女
郎
か
ら
の
歌
学
び
を
的
確
に
受
け
と
め
た
上
で
、
さ
ら
に
展
開
さ
せ
家
持
独
自
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の
白
色
の
耽
美
世
界
の
歌
境
を
創
出
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

家
持
は
、
白
色
の
耽
美
的
世
界
と
宴
席
歌
の
相
聞
的
世
界
を
融
合
さ
せ
て
、
新
世
界
を
完
成
さ
せ
た
と
捉
え
る
。

五

Ｃ
宴
席
歌

梅
花
歌
の
中
で
宴
席
に
登
場
し
た
梅
花
歌
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
天
平
勝
宝
二
年
三
月
の

筑
紫
の
大
宰
の
時
の
春
苑
梅
歌
に
追
和
す
る
一
首

春
の
う
ち
の

楽
し
き
終
は

梅
の
花

手
折
り
招
き
つ
つ

遊
ぶ
に
あ
る
べ
し

(

�
四
一
七
四)

右
一
首
、
二
十
七
日

(
天
平
勝
宝
二
年
三
月)

興
に
依
り
て
作
る
。

の

｢

追
和｣

歌
作
品
と
、
翌
年
と
翌
々
年
の
、

二
月
二
日

(

天
平
勝
宝
三
年)
に
、
守
の
館
に
会
集
し
宴
し
て
作
る
歌
一
首

君
が
行
き

も
し
久
に
あ
ら
ば

梅
柳

誰
と
共
に
か

我
が
か
づ
ら
か
む

(

�
四
二
三
八)

右
、
判
官
久
米
朝
臣
広
縄
、
正
税
帳
を
以
て
、
京
師
に
入
べ
し
。
仍
り
て
守
大
伴
宿
禰
家
持
こ
の
歌
を
作
る
。
た
だ
し
、

越
中
の
風
土
に
、
梅
花
柳
絮
三
月
に
し
て
初
め
て
咲
く
の
み
。

二
十
五
日

(

天
平
勝
宝
四
年)

、
新
嘗
会
の
肆
宴
に
し
て
詔
に
応
ふ
る
歌
六
首

(

内
一
首)

あ
し
ひ
き
の

山
下
ひ
か
げ

か
づ
ら
け
る

上
に
や
更
に

梅
を
し
の
は
む

(

�
四
二
七
八)

右
の
一
首
、
少
納
言
大
伴
宿
禰
家
持

の
春
に
詠
出
さ
れ
た
三
首
で
あ
る
。
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第
二
首
目
は
家
持
が
越
中
守
の
館
で
、
正
税
帳
使
と
し
て
京
師
に
赴
く
久
米
広
縄
を
招
い
て
開
催
し
た
宴
で
の
作
品
で
、
今
後
三

月
に
咲
く
で
あ
ろ
う
柳
と
と
も
に
登
場
さ
せ
た
梅
で
あ
る
。
第
三
首
目
は
、
新
嘗
会
の
肆
宴
に
て
詔
に
応
え
た
時
の
作
品
で
あ
る
。

｢
ひ
か
げ｣

は
新
嘗
会
の
礼
装
に
用
い
ら
れ
る
植
物
で
、
そ
れ
と
と
も
に
や
は
り
登
場
し
た
梅
で
あ
る
。
両
首
と
も
家
持
の
梅
花
へ

の
強
い
愛
着
が
見
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。

注
目
し
た
い
の
は
天
平
勝
宝
二
年
に
制
作
さ
れ
た
第
一
首
目
で
あ
る
。
題
詞
に｢

大
宰
の
時
の
春
苑
梅
歌
に
追
和
す
る｣

と
あ
り
、

左
注
に
は

｢

興
に
依
り
て｣

と
あ
る
。
早
く
小
野
寛
が

『

大
伴
家
持
研
究』

の

｢

家
持
の
依
興
歌｣ (

５)

で
そ
の
特
殊
性
に
言
及
す
る
よ

う
に
、
家
持
の
作
品
群
の
中
で
は
制
作
契
機
が
特
別
な
存
在
で
あ
る
。
家
持
は

｢

追
和｣

歌
を
七
首

(

６)

詠
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
の

一
首
で
あ
り
、｢

大
宰
の
時
の
春
苑
梅
歌｣

と
あ
る
の
で
、
父
旅
人
の
主
催
し
た
天
平
二
年
正
月
十
三
日
の
梅
花
宴
の
作
品
群
に
対

し
て
追
和
し
た
作
品
で
あ
る
。
越
中
守
時
代
の
家
持
は
、
大
伴
池
主
と
の
文
芸
交
流
を
深
め
た
天
平
十
九
年
の
春
三
月
か
ら
、
特
に

詩
的
感
興
が
増
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
家
持
の
作
品
履
歴
を
俯
瞰
す
る
と
き
、
天
平
勝
宝
二
年
三
月
は
、
前
年
の
陸
奥
国
よ
り
黄
金

出
土
に
関
わ
る
詔
が
発
布
さ
れ
、
そ
の
中
の
記
事
に
高
揚
し
た
特
別
な
期
間
と
い
え
る
。
天
平
勝
宝
二
年
三
月
一
日
の
春
苑
桃
李
歌

か
ら
三
日
ま
で
の
作
品
群

(

�
四
一
三
九
・
四
〇
〜
五
三)

は
そ
の
代
表
と
捉
え
ら
れ
、
当
該
歌
は
そ
の
本
流
の
中
に
あ
る
。

さ
て
、
当
該
の
第
一
首
目
の｢

大
宰
の
時
の
春
苑
梅
歌
に
追
和
す
る｣

歌
の
す
こ
し
前
に
、
同
様
の｢

追
和｣

形
式
の
歌
が
あ
る
。

勇
士
の
名
を
振
る
は
む
こ
と
を
慕
ふ
歌
一
首

并
せ
て
短
歌

ち
ち
の
実
の

父
の
命

は
は
そ
葉
の

母
の
命

凡
ろ
か
に

心
尽
く
し
て

思
ふ
ら
む

そ
の
子
な
れ
や
も

ま
す
ら
を

や

空
し
く
あ
る
べ
き

梓
弓

末
振
り
起
こ
し

投
矢
持
ち

千
尋
射

渡
し

剣
大
刀

腰
に
取
り
佩
き

あ
し
ひ
き
の

八
つ
峰
踏
み
越
え

さ
し
ま
く
る

心
障
ら
ず
後
の
世
の

語
り
継
ぐ
べ
く

名
を
立
つ
べ
し
も

(

�
四
一
六
四)

ま
す
ら
を
は

名
を
し
立
つ
べ
し

後
の
世
に

聞
き
継
ぐ
人
も

語
り
継
ぐ
が
ね

(

�
四
一
六
五)
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右
の
二
首
、
山
上
憶
良
臣
の
作
る
歌
に
追
和
す
。

で
あ
る
。
山
上
憶
良
歌
に
追
和
し
た
作
品
で
、
左
注
に

｢

山
上
憶
良
臣
の
作
る
歌
に
追
和
す
。｣

と
あ
っ
た
。
憶
良
の
、

山
上
臣
憶
良
、
沈
痾
の
時
の
歌
一
首

士
や
も

空
し
く
あ
る
べ
き

万
代
に

語
り
継
ぐ
べ
き

名
は
立
て
ず
し
て

(

６
九
七
八)

右
一
首
、
山
上
憶
良
臣
の
沈
痾
の
時
に
、
藤
原
朝
臣
八
束
、
河
辺
朝
臣
東
人
を
使
は
し
て
疾
め
る
状
を
問
は
し
む
。
こ

こ
に
、
憶
良
臣
、
報
ふ
る
語
已
畢
る
。
須
く
あ
り
て
、
涕
を
拭
ひ
悲
嘆
し
て
、
こ
の
歌
を
口
吟
ふ
。

に
、
追
和
し
た
作
品
で
あ
る
。
家
持
は
こ
の
天
平
勝
宝
二
年
の
時
期
に
、
明
確
に
過
去
に
目
を
向
け
、
心
惹
か
れ
る
作
品
を
思
い
起

こ
し
そ
の
世
界
を
継
承
し
、
ま
た
そ
の
世
界
に
対
置
さ
せ
て
、
独
自
の

｢

ま
す
ら
を｣

の
世
界
を
取
り
込
ん
だ
意
欲
的
な
長
歌
短
歌

の
作
品
を
創
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な

｢

追
和｣

形
式
の
作
品
制
作
を
経
験
し
た
家
持
が
、
次
に
思
い
起
こ
し
対
象
と
し
た
作
品
が
、
父
旅
人
の
開
催
し
た
梅

花
の
雅
宴
に
お
け
る
作
品
群
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
九
州
全
土
か
ら
風
流
人
を
集
め
て
盛
大
の
開
催
さ
れ
た
梅
花
宴
を
強
く
意
識

し
、
そ
の
作
品
世
界
と
の
共
感
を
求
め
、
展
開
し
た
作
品
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、
坂
上
郎
女
の
、

大
伴
坂
上
郎
女
歌
一
首

酒
杯
に

梅
の
花
浮
か
べ

思
ふ
ど
ち

飲
み
て
の
後
は

散
り
ぬ
と
も
よ
し

(

８
一
六
五
六)

官
に
も

許
し
た
ま
へ
り

今
夜
の
み

飲
ま
む
酒
か
も

散
り
こ
す
な
ゆ
め

(

８
一
六
五
七)

右
、
酒
は
官
に
禁
制
し
て
�
は
く
、
京
中
閭
里
、
集
宴
す
る
こ
と
得
ざ
れ
、
た
だ
し
、
親
々
一
二
に
し
て
飲
楽
す
る
こ

と
は
聴
許
し
、
と
い
ひ
。
こ
れ
に
よ
り
て
和
ふ
る
人
こ
の
発
句
を
作
れ
り
。

の
存
在
で
あ
る
。
続
日
本
紀
に
記
さ
れ
た
禁
酒
令
は
、
天
平
九
年
と
天
平
宝
字
二
年
の
二
回
で
あ
る
が
、
こ
の
郎
女
歌
は
そ
の
お
り
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の
も
の
で
は
な
い
と
推
察
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
郎
女
の
創
作
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。｢

酒
杯
に
梅
の
花
浮
か
べ｣

の
語
句
に
留

意
す
る
と
き
、
こ
の
郎
女
歌
の
背
景
に
は
や
は
り
旅
人
の
梅
花
宴
歌
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
家
持
は
憶
良
に
対
す
る

｢

追
和｣

形
式
の
作
品
形
成
と
と
も
に
、
こ
の
郎
女
歌
の
世
界
か
ら
も
、
意
識
的
に
歌
学
び
を
し
て
第
一
首
目
を
制
作
し
た
推
察
す
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
こ
の

｢

大
宰
の
時
の
春
苑
梅
歌
に
追
和
す
る｣

歌
の
語
句
に
着
目
す
る
と
き
、
下
三
句
に

｢

梅
の
花
手
折
り
招
き

つ
つ
遊
ぶ
に
あ
る
べ
し｣

の
表
現
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の

｢

招
き
つ
つ｣

の

｢

招
く｣

の
語
に
注
意
し
た
い
。｢

招
く｣

の
語
は
集

中
に
五
例

(

５
八
一
五
、
�
三
九
〇
一
、
�
四
〇
一
一
、
�
四
一
七
四
、
�
四
一
九
六)

だ
け
あ
る
が
、
特
に
、

梅
花
の
歌
三
十
二
首

并
せ
て
序

(

詩
序
略)

正
月
立
ち

春
の
来
ら
ば

か
く
し
こ
そ

梅
を
招
き
つ
つ

楽
し
き
終
へ
め

大
弐
紀
卿

(

５
八
一
五)

大
宰
の
時
の
梅
花
に
追
和
す
る
新
し
き
歌
六
首

(

内
一
首)

三
冬
継
ぎ

春
は
来
れ
ど

梅
の
花

君
に
し
あ
ら
ね
ば

招
く
人
も
な
し

(

�
三
九
〇
一)

右
、
十
二
年
九
日
に
、
大
伴
宿
禰
家
持

(

書
持
か)

作
る
。

の
二
首
に
注
意
し
た
い
。
当
該
の

｢

大
宰
の
時
の
春
苑
梅
歌
に
追
和
す
る｣

歌
と
こ
の
二
首
は
、｢

招
く｣

を
基
軸
に
し
て
旅
人
主

催
の
梅
花
宴
作
品
群
の
系
譜
上
に
お
い
て
強
く
繋
が
っ
て
い
る
。

天
平
二
年
の
梅
花
宴
の
作
品
群
の
第
一
首
目
に
収
録
さ
れ
た
大
弐
紀
卿

(

紀
朝
臣
男
人)

の
作
品
が

｢

か
く
し
こ
そ
梅
を
招
き
つ

つ｣

と

｢

梅
を
招
き｣

と
し
、
こ
の
よ
う
に
毎
年
梅
を
迎
え
る
世
界
を
詠
出
し
た
。
そ
れ
に
追
和
す
る
天
平
十
二
年
の

｢

大
宰
の
時

の
梅
花
に
追
和
す
る
新
し
き
歌
六
首｣

の
作
者
が
家
持
か
書
持
か

(

７)
諸
説
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
毎
年
招
待
す
る
梅
を
、｢

梅
の
花
君
に

し
あ
ら
ね
ば
招
く
人
も
な
し｣

と
擬
人
化
さ
せ
て
発
展
さ
せ
詠
出
す
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
受
け
た
当
該
の

｢

大
宰
の
時
の
春
苑
梅
歌
に
追
和
す
る｣
歌
で
も

｢

梅
の
花
手
折
り
招
き
つ
つ
遊
ぶ
に
あ
る
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べ
し｣

と
擬
人
化
の
表
現
を
受
け
る
。
多
く
の
諸
注
釈
書
が
指
摘
し
、『

釋
注』

も

｢

一
首
は
、｢

そ
の
梅
花
三
二
首
の
冒
頭
歌
…
…

に
和
し
た
歌
。｣

と
す
る
よ
う
に
、
大
弐
紀
卿
歌
に
明
確
に
追
和
し
て
い
る
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に

『

釋
注』

は
、

第
二
句
の

｢

楽
し
き
終｣

は
八
一
五
の
歌
の
結
句

｢

楽
し
き
終
へ
め｣

受
け
、
第
四
句
の

｢

招
き
つ
つ｣

は
八
一
五
の
歌
の

第
四
句

｢

招
き
つ
つ｣

を
受
け
る
。

と
そ
の
影
響
関
係
に
言
及
す
る
。
首
肯
さ
れ
る
。
さ
ら
に
家
持
が
、
八
一
五
の
歌
の｢

梅
を
招
き
つ
つ
楽
し
き
終
へ
め｣

を
受
け
て
、

｢

梅
の
花
手
折
り
招
き
つ
つ
遊
ぶ
に
あ
る
べ
し｣

と
追
和
し
、
家
持
自
身
の
決
意
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、｢

追
和｣

形
式
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
追
和
の
対
象
歌
の
世
界
と
新
た
な
追
和
新
世
界
の
二
重
の
世
界
を
詠
出
こ
と

も
可
能
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
家
持
は
父
旅
人
主
催
の
梅
花
宴
の
作
品
群
の
中
の
特
に
大
弐
紀
卿
歌
や
、
梅
花
宴
作
品
群
に
追
和
す
る
天
平
十
二
年
の

｢

梅
花
に
追
和
す
る
新
し
き
歌
六
首｣
、
ま
た
坂
上
郎
女
歌
か
ら
意
識
的
に
歌
学
び
を
し
、
そ
こ
に
留
ま
ら
な
い
で
新
世
界
を
展
開
し

て
い
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

六

Ｄ
花
鳥
歌

梅
花
歌
に
鳥
を
登
場
さ
せ
、
そ
の
鳴
き
声
を
付
加
す
る
作
品
、
視
覚
に
よ
る
梅
花
歌
に
聴
覚
の
世
界
を
加
え
て
展
開
し
た
天
平
勝

宝
五
年
正
月
の
作
品
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

十
一
日
に
、
大
雪
降
り
積
み
て
、
尺
に
二
寸
あ
り
。
因
り
て
拙
懐
を
述
ぶ
る
歌
三
首

大
宮
の

内
に
も
外
に
も

め
づ
ら
し
く

降
れ
る
大
雪

な
踏
み
そ
ね
惜
し

(

�
四
二
八
五)
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み
苑
生
の

竹
の
林
に

う
ぐ
ひ
す
は

し
き
鳴
き
に
し
を

雪
は
降
り
つ
つ

(

�
四
二
八
六)

う
ぐ
ひ
す
の

鳴
き
し
垣
内
に

に
ほ
へ
り
し

梅
こ
の
雪
に

う
つ
ろ
ふ
ら
む
か

(

�
四
二
八
七)

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
大
宮
で
の
大
雪
を
基
盤
に
置
い
て
、
第
二
首
目
で
は

｢

竹
の
林｣

に
居
て
鳴
く

｢

う
ぐ
ひ
す｣

を
詠
い
、
視
覚

世
界
に
聴
覚
世
界
を
交
え
て
詠
出
し
、
第
三
首
目
で
は
新
た
に
純
白
な

｢

梅｣

を
雪
に
加
え
て
詠
出
し
、
聴
覚
と
視
覚
と
の
世
界
を

織
り
交
え
た
作
品
が
完
成
し
て
い
る
。
家
持
の
梅
花
歌
の
歴
史
に
お
い
て
、
新
た
な
花
鳥
歌
の
成
立
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
梅
花
が
重

要
な
働
き
を
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

第
二
首
目
に
用
い
ら
れ
た
竹
と
鶯
と
の
取
り
合
わ
せ
は
、
集
中
に
三
例
の
み
の
特
殊
な
世
界
で
あ
る
。
当
該
歌
以
外
で
は
巻
五
の

梅
花
宴
作
品
群
の
中
と
、
巻
十
の

｢

詠
鳥｣

の
中
の
一
首

(

�
一
八
三
〇)

で
あ
る
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
巻
五
の
梅
花
宴
作
品

群
の
中
の
、

梅
の
花

散
ら
ま
く
惜
し
み

我
が
園
の

竹
の
林
に

う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も

少
監
阿
氏
奥
島

(

５
八
二
四)

で
あ
る
。
少
監
で
あ
っ
た
阿
倍
息
島
が
詠
出
し
た
作
品
で
あ
る
。
梅
花
宴
で
の
作
品
で
あ
る
の
で

｢

梅
の
花｣

が
中
心
に
置
か
れ
、

そ
こ
に
竹
林
と
鶯
が
加
え
ら
れ

｢

竹
の
林
に
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も｣

と
竹
林
で
し
き
り
に
鳴
い
て
る
鶯
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
竹
と
鶯
と

の
取
り
合
わ
せ
の
用
例
が
、
僅
か
に
三
例
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
と
き
、
こ
の
阿
倍
息
島
歌
の
世
界
か
ら
の
家
持
へ
の
歌
学
び
を

推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
っ
と
も
、『

大
伴
家
持

歌
の
風
流』 (

８)

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
家
持
は
青
年
期
の
天
平
五
に
、

大
伴
宿
禰
家
持
が
鶯
の
歌
一
首

う
ち
霧
ら
し

雪
は
降
り
つ
つ

し
か
す
が
に

我
家
の
園
に

う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も

(

８
一
四
四
一)

と
詠
出
し
、
題
詞
も

｢

鶯
の
歌｣

と
し
て
い
る
。
早
く
か
ら
鶯
に
関
心
を
示
し
た
例
と
な
る
が
、
次
に
鶯
の
作
品
が
現
れ
る
の
は
、
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家
持
が
越
中
守
と
し
て
赴
任
し
、
大
病
が
癒
え
た
翌
年
の
天
平
十
九
年
の
三
月
の
、

山
吹
の

繁
み
飛
び
潜
く

う
ぐ
ひ
す
の

声
を
聞
く
ら
む

君
は
と
も
し
も

(

�
三
九
七
一)

で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
大
伴
池
主
と
の
文
芸
交
流
の
蜜
月
期
間
の
意
欲
的
な
作
品
群
の
中
の
詠
出
で
あ
る
。
鶯
は
家
持
の
心
深
く
に

住
み
続
け
る
鳥
で
あ
り
、
そ
の
鳴
き
声
は
心
惹
か
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
こ
の
阿
倍
息
島
の
梅
花
歌
の
作
品
で
は
、
梅
と
雪
と
で
は
な
く
梅
と
鳥

(

鶯)

と
を
取
り
合
わ
せ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。
視
覚
世
界
と
聴
覚
世
界
と
が
融
合
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
梅
と
鶯
と
を
取
り
合
わ
せ
て
視
覚
世
界
と
聴
覚
世
界
と
を
融
合
し
た
作
品
が
、
早
く
も
梅
花
宴
の
作
品
群
に
多
数
見

ら
れ
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
そ
の
作
品
は
、

春
さ
れ
ば

木
末
隠
り
て

う
ぐ
ひ
す
そ

鳴
き
て
去
ぬ
な
る

梅
が
下
枝
に

(

５
八
二
七)

春
の
野
に

鳴
く
や
う
ぐ
ひ
す

な
つ
け
む
と

我
が
家
の
園
に

梅
が
花
咲
く

(

５
八
三
七)

梅
の
花

散
り
紛
ひ
た
る

岡
辺
に
は

う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も

春
か
た
ま
け
て

(

５
八
三
八)

う
ぐ
ひ
す
の

音
聞
く
な
へ
に

梅
の
花

我
家
の
園
に

咲
き
て
散
る
見
ゆ

(

５
八
四
一)

我
が
や
ど
の

梅
の
下
枝
に

遊
び
つ
つ

う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も

散
ら
ま
く
惜
し
み

(

５
八
四
二)

う
ぐ
ひ
す
の

待
ち
か
て
に
せ
し

梅
が
花

散
ら
ず
あ
り
こ
そ

思
ふ
児
が
た
め

(

５
八
四
五)

の
六
首
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。
梅
花
宴
に
参
加
し
た
人
々
は
、
梅
と
雪
と
に
よ
る
視
覚
の
世
界
に
、
さ
ら
に
鶯
の
鳴
き
声
に
も
関
心
を

示
し
、
視
覚
の
み
世
界
に
聴
覚
世
界
を
付
加
し
た
新
次
元
の
世
界
を
構
築
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
青
年
期
か
ら
鶯
の
鳴
き
声
に
心
惹

か
れ
て
い
た
家
持
は
、
や
は
り
青
年
期
か
ら
関
わ
り
深
い
こ
の
梅
花
宴
の
作
品
群
の
新
次
元
の
世
界
に
お
い
て
も
、
改
め
て
気
づ
か

さ
れ
て
歌
学
び
を
し
た
と
推
定
す
る
。
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つ
ま
り
、
家
持
は
こ
の
大
宰
府
で
の
梅
花
宴
の
作
品
群
か
ら
の
歌
学
び
は
、
前
述
の
宴
席
の

｢

追
和｣

歌
制
作
の
お
り
の
、
梅
花

宴
の
作
品
群
の
一
首
目
の
大
弐
紀
卿
歌
だ
け
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
家
持
は
梅
花
宴
の
作
品
群
全
体
を
文
雅

の
雅
宴
と
捉
え
、
そ
の
作
品
群
か
ら
歌
学
び
を
し
、
そ
れ
を
基
礎
に
、
三
首
構
成
の
作
品
を
展
開
し
た
と
推
定
す
る
。

ま
た
、
家
持
の
こ
の

｢

拙
懐
を
述
ぶ
る
歌
三
首｣

は
、
大
雪
か
ら
展
開
さ
れ
る
三
首
で
あ
る
。
第
一
首
目
に
て

｢

雪｣

の
み
を
、

第
二
首
目
に
て

｢
雪｣

に

｢

竹
林｣

と

｢

う
ぐ
ひ
す｣

を
、
第
三
首
目
に
て

｢

雪｣

に

｢

う
ぐ
ひ
す｣

と

｢

梅｣

と
を
加
え
て
、
視

覚
と
聴
覚
の
世
界
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

『

全
注

(

青
木)』
は
三
首
全
体
に
触
れ
て
、

久
し
ぶ
り
に
自
分
の
思
い

(

拙
懐)

を
述
べ
よ
う
と
し
て
の
、
表
現
の
工
夫
の
あ
ら
わ
れ
と
み
ら
れ
な
く
も
な
い
。
そ
こ
に

は
、
さ
ら
な
る
表
現
を
求
め
る
自
分
の
中
の
思
い
の
よ
う
な
胎
動
が
、
そ
の
後
の
春
愁
歌
を
前
に
孕
ま
れ
て
い
る
と
み
る
の
は
、

思
い
す
ご
し
で
あ
ろ
う
か
。

と
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
と
関
わ
る
の
は
、

(

天
平
勝
宝
五
年
二
月)

廿
三
日
依
興
作
歌
二
首

春
の
野
に

霞
た
な
び
き

う
ら
悲
し

こ
の
夕
影
に

う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も

(

�
四
二
九
〇)

我
が
や
ど
の

い
さ
さ
群
竹

吹
く
風
の

音
の
か
そ
け
き

こ
の
夕
か
も

(

�
四
二
九
一)

廿
五
日
作
歌
一
首

う
ら
う
ら
に

照
れ
る
春
日
に

ひ
ば
り
上
が
り

心
悲
し
も

ひ
と
り
し
思
へ
ば

(

�
四
二
九
二)

春
日
遅
々
に
…
…

(

以
下
略)

の
春
日
に
お
け
る
景
と
そ
の
お
り
の
心
情
と
を
表
出
し
た
著
名
な
春
愁
三
首
の
作
品
で
あ
る
。
こ
の
三
首
に
梅
花
は
登
場
し
な
い
が
、
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当
該
の

｢

大
雪
に
拙
懐
を
述
ぶ
る
歌
三
首｣

の
第
三
首
目
の

｢

う
ぐ
ひ
す
の
鳴
き
し
垣
内
に
に
ほ
へ
り
し
梅｣

を
受
け
展
開
さ
れ
て

い
る
な
ら
ば
、
夕
暮
れ
の
光
の
中
で
鳴
く
鶯
は
梅
花
の
枝
の
居
る
こ
と
に
な
る
が
、
詳
細
は
不
明
。

た
だ
し
、
春
景
の
中
で
聴
覚
に
関
わ
る

｢

鶯
の
鳴
き
声
、
春
風
、
ひ
ば
り
の
鳴
き
声｣

が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
直
前
の

｢

み
苑
生
の
竹
の
林
に
う
ぐ
ひ
す｣

を
、
家
持
の
私
邸
の

｢

我
が
や
ど｣

で
捉
え
直
し
、
心
情
を
付
加
し
て
展
開
し
た
世
界
と
想
定

す
る
と
き
、『
全
注』

の
言
う｢

胎
動｣

は｢

産
声｣

に
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
論
文
の
姿
勢
を
超
え
た
想
像
で
あ
る
。

七

お
わ
り
に

『

万
葉
集』

が
奈
良
時
代
を
代
表
す
る
和
歌
集
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
勅
撰
和
歌
集
の『

古
今
和
歌
集』

や

『

新
古
今
和
歌
集』

の
よ
う
に
、
そ
の
時
代
の
総
体
的
な
歌
人
た
ち
の
作
品
が
選
別
さ
れ
た
収
録
さ
れ
和
歌
集
で
は
な
い
。
そ
こ

に
は
大
伴
家
の
和
歌
圏
が
大
き
く
作
用
し
、
特
に
家
持
の
恣
意
的
な
意
向
が
発
揮
さ
れ
た
歌
集
で
あ
る
こ
と
は
、
万
葉
集
全
体
の
作

品
を
捉
え
る
時
に
留
意
す
べ
き
事
項
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
す
で
に
推
定
さ
れ
て
い
る
坂
上
郎
女
や
紀
女
郎
、
ま
た
梅
花
宴
の
作
品
群
か
ら
の
家
持
の
歌
学
び
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

さ
ら
に
、
梅
花
歌
を
基
軸
に
し
て
家
持
歌
を
総
体
的
検
証
し
た
。
そ
し
て
、
家
持
は
梅
花
歌
制
作
に
あ
た
り
表
層
的
で
模
倣
的
な
歌

学
び
に
終
わ
ら
な
い
で
、
意
識
し
て
紀
女
郎
や
坂
上
即
女
と
と
も
に
、
梅
花
宴
作
品
群
の
世
界
を
深
く
継
承
し
た
上
で
、
家
持
独
自

の
作
品
世
界
を
様
々
に
展
開
し
て
い
る
様
子
を
論
じ
た
。

家
持
は
、
父
旅
人
た
ち
の
構
築
し
た
大
伴
家
文
化
圏
の
文
芸
に
対
す
る
尊
敬
と
継
承
の
念
が
強
く
あ
り
、
そ
れ
が
自
身
の
作
品
制

作
の
お
り
の
歌
学
び
向
か
わ
せ
る
強
い
原
動
力
に
な
り
、
独
自
の
新
世
界
を
詠
出
し
た
と
考
え
た
。
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【
注
】

(
１)

鉄
野
昌
弘

｢

特
集
・
歌
人
論
再
考
―
大
伴
家
持
を
中
心
に
―｣

『

上
代
文
学
一
〇
二
号』

、
二
〇
〇
九
・
四
。

(
２)

｢

大
伴
家
持
の
雪
歌
―
雪
梅
歌
と
天
平
勝
宝
三
年
宴
席
歌
―｣

『

大
伴
家
持
作
品
研
究』

お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
〇
・
五
。

(

３)
梅
花
の
歌
三
十
二
首

(

５
八
一
五
〜
四
六)

(

４)
｢

大
伴
家
持
と
そ
の
意
匠
―
雪
月
梅
花
歌
の

｢

白｣

へ
の
関
心
―｣

『

上
代
文
学
一
二
三
号』

、
二
〇
一
九
・
一
一
。

(

５)

小
野
寛

『
大
伴
家
持
研
究』

笠
間
書
院
、
一
九
八
〇
・
三
。

(

６)

家
持
の

｢

追
和｣
歌
は

｢

�
三
九
〇
一
、
三
九
九
四
、
�
四
〇
六
三
、
�
四
一
六
五
、
四
一
七
四
、
四
二
一
一
、
�
四
四
七
四｣

の
七
首
。

(

７)

本
文
異
同
が
あ
り
、
西
本
願
寺
本
等
の
諸
本
で
は

｢

家
持｣

、
元
暦
校
本
で
は

｢

書
持｣

と
あ
る
。
ま
た
、｢

十
二
月｣

も

｢

十
一
月｣

の
異

同
が
あ
る
。

(

８)

森
斌

『

大
伴
家
持

歌
の
風
流
―
花
鳥
風
月
と
花
月
―』

大
学
教
育
出
版
、
二
〇
一
二
・
三
。
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